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お
客
様
の
外
壁
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、様
々
な
家
の
表
情
を
つ
く
って
き
た

窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
。デ
ザ
イ
ン
性
に
加
え
、ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
考
慮
し
、

お
客
様
の
人
生
に
寄
り
添
う
役
割
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
つい
に
、窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
業
界
で
初
め
て
※
1
、塗
膜
の
変
色・褪
色
30
年
保
証
※
2
を
実
現
。

住
み
続
け
る
人
の
こ
と
を
考
え
誕
生
し
た
、プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ
ー
ズ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
進
化
し
た
超
高
耐
候
塗
料

　

家
を
建
て
る
時
に
、意
外
に
忘
れ
が
ち
な
の

が
、建
て
た
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。外
壁
材
は
、太

陽
光（
紫
外
線
）、風
雨
、雪
、気
温
の
変
化
な
ど
、

日
々
、過
酷
な
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。耐

候
性
の
あ
る
塗
装
や
防
水
シ
ー
リ
ン
グ
も
永
久

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
性
能
を

保
つ
た
め
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。一般

的
な
外
壁
材
は
、紫
外
線
や
雨
風
に
よ
って
色
あ

せ
が
発
生
。10
年
〜
15
年
ご
と
に
再
塗
装
や
シ
ー

リ
ン
グ
の
打
替
え
を
行
い
ま
す
。そ
の
際
に
は
、

シ
ー
リ
ン
グ
の
打
替
え
や
塗
装
の
塗
り
替
え
費
用

に
加
え
、足
場
の
組
み
立
て
費
用
な
ど
も
発
生
。

例
え
ば
、十
数
年
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
想
定

し
て
、積
み
立
て
を
し
て
い
る
と
い
う
方
は
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
き
な
負
担
に
な
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を

大
幅
に
軽
減
す
る
た
め
に
、ニ
チ
ハ
で
は
研
究

を
重
ね
ま
し
た
。

一
般
的
な
外
壁
は
10
年
サ
イ
ク
ル
で

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要

　

プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ
ー
ズ
で
は
、色
あ
せ
に
強

い
超
高
耐
候
塗
料「
プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ト
30
」を

採
用
し
て
い
ま
す
。

　

無
機
塗
料
は
耐
候
性
が
高
く
色
あ
せ
に
強

い
反
面
、そ
の
硬
さ
か
ら
、大
き
な
負
荷
が
掛

か
っ
た
り
し
た
場
合
に
、ひ
び
割
れ
が
起
こ
り

や
す
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、無
機
塗
料
と
有
機
塗
料
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
配
合
、塗
膜
の
ひ
び
割
れ
に
も
強
く
、

紫
外
線
よ
り
強
い
分
子
結
合
力
を
持
つ「
プ
ラ

チ
ナ
コ
ー
ト
30
」を
開
発
し
ま
し
た
。

美
し
さ
が
持
続
す
る
、外
壁
新
時
代

一般的な
無機塗装品

※2  Si-O分子結合力の引用：化学便覧基礎編改訂3版
　　（丸善株式会社発行）
※3  紫外線エネルギー：紫外線波長290nmにて計算

分子結合が紫外線より強い！※1

色あせ、塗膜のひび割れに強い
進 化した塗 料

塗装面
基材

紫外線

塗装面
基材

紫外線

紫外線エネルギー

kJ/mol413

※1  イメージ図

社内試験結果（当社独自基準）〔促進耐候性試験（SWOM試験）〕 
強い陽射しや熱、雨などの過酷な自然環境を再現する試験です。  
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※上記は「プラチナコート30」の一例をグラフにしたものです。商品の濃淡によって色差の値が変わります。
※住宅の地域、環境や使用条件によって状況が異なりますので、メンテナンススケジュールについては住宅会社様または工務店様にご相談ください。

※１　２０１７年１１月時点。

※上記は「プラチナコート」の一例をグラフにしたものです。商品の濃淡によって色差の値が変わります。
※住宅の地域、環境や使用条件によって状況が異なりますので、メンテナンススケジュールについては住宅会社様または工務店様にご相談ください。

色
差（
ΔE
）

色
差（
ΔE
）

こ
こ
ま
で
は
変
色
・
褪
色
が

あ
ま
り
目
立
た
な
い

こ
こ
ま
で
は
変
色
・
褪
色
が

あ
ま
り
目
立
た
な
い

変色・褪色
保証期間30年

※
2 

沖
縄
県
の
物
件
を
除
く
。保
証
書
発
行
に
は
諸
条
件
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※
1 

２
０
１
７
年
11
月
時
点
。

一般的な塗装品※のメンテナンススケジュール

サイディング

シーリング

5年 10年 15年 20年 25年 30年

再塗装 再々塗装

状況に応じて塗り替え又は、張り替え

状況に応じて張り替え・全面打替え

※ 10年サイクルを目安にメンテナンスを推奨している製品

※写真はイメージです。

は色あせに強いから安心

　プレミアムシリーズの塗料は、プラチナコート３０に進化したわけですが、「従来のプラチナコートか

ら何をどのように進化させたのですか？」という質問は大変多いと聞いています。従来のプラチナコー

トも、左のグラフをご覧いただいてわかる通り、耐候性の高さを実証しており、十分な実力を備えてい

る塗料です。

　しかし今回、３０年保証という性能責任を伴いますから、耐候性のレベルをさらにあげるために、一

般的に耐候性が高いと言われているフッ素系塗料も含め、様 な々樹脂種の検討を行いました。諸々

の選択肢から、スクリーニングを実施するにあたり、耐候性だけでなく、塗膜の柔軟性はじめ、諸物性

について総合的な観点で判断しなければなりません。検討の結果、従来のプラチナコートの正常進

化バージョンが、トータル的に最もバランスの良いデータを示したのです。

　つまり、従来のプラチナコート仕様は、優秀な性能を有しているとの妥当性を確立することにつな

がり、長年継続してきたシリコンアクリルエマルジョン塗料への信頼度を高める結果が得られたとも

いえます。こうして、樹脂の骨格や組成といったベースは、ほぼ継承しつつ、総合的にさらなるレベル

アップを図ったプラチナコート３０の開発に成功しました。ついに、塗膜の変色・褪色に関して窯業系

サイディング業界では初めて※１、３０年保証に対応することができました。

　左のグラフの見方ですが、色差（ΔE）の数値については、「３」ぐらいまでは、ぱっと見であればそん

なに変色や色あせは感じません。「２」ぐらいであれば、多くの人は肉眼では気づきにくいです。「３」に

近づいてきて、よく見るとちょっと違うかなというものを測色すると、多少数字に現れてくるという変化

と捉えていただければと思います。

　

　３０年と長期間にわたり、曝露試験の結果を待つわけにはいきませんので、様 な々ストーリーを想定

して促進試験にかけるのですが、当社独自の試験以外にも、実績のあるＪＩＳの試験方法も、もちろ

ん行っています。ＪＩＳ基準でも当然のことながらいい結果が出ていますが、それら複数の試験の結果

が、全部〇であれば、正確性は高くなりますよね。優れた耐候性をもつ従来のプラチナコートの曝露

試験も、相応な時間が経っていますが、良好な経過を見せています。その正常進化バージョンである

プラチナコート３０ですので、これまでの実績や、従来のプラチナコートの曝露結果、各種試験データ

等、総合的に見て、色あせの不安から大切な住まいを守ってくれると確信しています。

商品開発部長　朝倉 文宏    技術部 技術課長　樋口 真也

開 発 担 当 者 の 声

Si-O
結合

※2

※3
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ニ
チ
ハ
独
自
の
高
耐
久
素
材

W
プ
ラ
チ
ナ
30
で

ワ
イ
ド
な
保
証
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

黒
ず
み
や
切
れ
等
に
よ
り
、約
10
年
ご
と

に
打
ち
替
え
が
必
要
と
言
わ
れ
て
き
た
シ
ー

リ
ン
グ
。
汎
用
シ
ー
リ
ン
グ
で
は
、白
化
、凝

集
破
壊
、ふ
く
れ
な
ど
の
症
状
が
発
生
す
る

場
合
も
あ
り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
な
い

部
位
と
も
言
え
ま
す
。
そ
う
し
た
課
題
を

解
消
す
る
た
め
に
、ニ
チ
ハ
で
は
、接
着
性
、伸

縮
性
を
高
め
、な
お
か
つ
汚
れ
に
く
い
高
耐

久
素
材「
プ
ラ
チ
ナ
シ
ー
ル
」を
開
発
。

　

引
っ
張
り
接
着
試
験
、伸
縮
繰
り
返
し
ゴ

ム
疲
労
試
験
な
ど
を
行
い
、高
い
耐
久
性
を

実
証
。耐
久
性
の
向
上
に
よ
り
、シ
ー
リ
ン
グ

の
打
ち
替
え
回
数
を
削
減
。メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ

ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ニ
チ
ハ
で
は
、塗
料
や
シ
ー
リ
ン
グ
を
進
化

さ
せ
た
こ
と
で
、長
期
保
証
対
応
を
実
現
し

ま
し
た
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ
ー
ズ 

プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ト
30

と
プ
ラ
チ
ナ
シ
ー
ル
を
同
時
に
使
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
業
界
初
と
な
る

「
塗
膜
の
変
色・褪
色
30
年
保
証
 ※1
」を
実
現
。

　
一
般
的
な
塗
装
品・汎
用
シ
ー
リ
ン
グ
の
場
合

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
も
、負
担

の
軽
減
の
差
は
一
目
瞭
然
。30
年
の
安
心
を
お

届
け
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
と
の
共
生
、ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
住
宅
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
ニ
チ
ハ
で
は
、さ
ら
に
未

来
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

進化した保証
塗膜の変色・褪色30年保証

業
界
初

一般変成シリコーン系

初期

初期

2年後

2年後

黒ずみが
小さい

B社 伸 長

①水浸漬×2ヶ月養生後（JIS試験は1週間養生試験） ②80℃×6ヶ月養生後（（JIS試験は2週間養生試験）

収 縮

異常なし/伸縮 15,000回※ 試験風景亀裂発生 /伸縮 2,000回

伸張・
収縮の
繰り返し

一般戸建住宅での外壁材メンテナンスコスト（2階建て=外壁面積約170㎡における概算金額）

A社

※1回/日目地が伸縮した場合、30年以上の伸縮回数となる。

※JIS試験を10年相当とみなした場合、30年以上のいじめ養生となる。

その差
7倍以上！

窯業系サイディング
業界初

保証に対応
年30

変色・褪色

初期費用 0～10年前後 10～20年前後

（長さ：6尺品）

※塗膜の変色・褪色30年保証は二チハ純正プラチナシール、もしくは
「ドライジョイント工法」（Fu-ge PREMIUMの場合）のご採用、純正
同質出隅、純正留め付け具（金具・ビス・釘・スターター）の同時使用が
保証条件になります。

※1

※2

（長さ：10尺品）

10年サイクルを
目安にメンテナンスを
推奨している製品

のメンテナンスコストと比べて

のメンテナンスコストと比べて

なら

ならシーリングを打ち替えた場合でも

約250万円
もおトク！

材料費＋工事費

一般的な塗装品

汎用シーリング

約210万円

約185万円
おトク！

点検・部品補修 点検・部品補修

一般的な塗装品

汎用シーリング

0万円 0万円

材料費＋工事費

約210万円

材料費＋工事費

約150万円

点検・部品補修

0万円

点検・
部分補修
シーリング
打ち替え

再塗装

仮設足場

約0万円
約30万円
約60万円
約35万円

合計　約125万円

点検・
部分補修
シーリング
打ち替え

再塗装

仮設足場

約0万円
約30万円
約60万円
約35万円

合計　約125万円

※2017年11月時点。
※1 必要に応じて住宅会社様、工務店様へご相談ください。　 ※2 一般的な塗装品 ： 10年サイクルを目安にメンテナンスを推奨している製品。

●メンテナンスコスト・メンテナンススケ
ジュールは、日常点検・定期点検の実施、弊
社標準施工の遵守、プラチナシールを含む
弊社純正部材を使用した場合のモデルプ
ランの一例です。住宅の地域、環境や使用
条件によって劣化の進行状況が異なります
ので、メンテナンス計画を立てる目安として
ご活用ください。
●メンテナンスコスト・メンテナンススケ
ジュールは、時期および内容を保証するも
のではありません。

長期間、強い！ 切れない！ 汚れない！ 
進化したシーリング

紫外線や風雨にさらされても汚れにくい！
低汚染性試験 ※自社試験（屋外平置き曝露試験/5mm厚）

引っ張り接着性が、強い！モエンに対する引っ張り接着試験 ※自社試験

伸縮によるゴム疲労でも、切れにくい！ 目地幅 5mmの伸縮繰り返しゴム疲労試験 ※自社試験

点検・部品補修

0万円
シーリングの打ち替え
工事をオススメ！

（シーリング打ち替え＋仮設足場）
約65万円

※1

※1

※1

※1

※1 ※1

※1

プラチナシール プラチナシール

B社 B社

A社 A社

10m 10m20m 20m30m 30m40m 40m50m 50m

水浸漬 ×2ヶ月養生後

シーリング10㎜×8㎜

50㎜

モエン
（裏面）

モエン
（裏面）

A社各試験共通試験体

※1 沖縄県の物件を除く。保証書発行には諸条件がございます。　※2 2017年11月時点。

塗膜の
変色・褪色

保証に
対応※年

一般的な塗装品※2

金具施工品・
汎用シーリング
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豊
田
市
は
、愛
知
県
内
初
と
な
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式

（Public-Private Partnership

）※１
に
よ
る

「
豊
田
市
営
樹
木
住
宅
買
取
整
備
事
業
」の
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
2
0
1
7
年
に
実
施
。

　

4
社
競
合
の
中
、ナ
イ
ス（
株
）様
の
企
画・提

案
が
採
択
さ
れ
、同
社
は
、設
計
か
ら
施
工
、建

築
後
の
管
理
ま
で
を
一
括
で
受
注
。こ
の
た
び
、

2
0
1
8
年
3
月
20
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。全

11
棟
48
戸
の
木
造
の
集
合
住
宅
は
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
単
身・2
人
世
帯
向
け
の
平
屋

建
て
住
戸
3
棟
14
戸
と
、3
人
世
帯
以
上
向
け

の
1

・2
階
で
1
住
戸
と
す
る
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ

プ
8
棟
34
戸
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
森
で
つ
な
が
る
街

〜
豊
田
市
産
材
＋スマ
ー
ト
ウェル
ネ
ス
」。経
済
効

率
の
高
い
、快
適
で
健
康
な
暮
ら
し
と
と
も
に
、自

然
と
地
域
社
会
、人
々
が
つ
な
が
る
街
づ
く
り
を
企

画
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
た
び
、そ
の
基
本
計
画
と
設

を
活
用
し
た
家
づ
く
り
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
頭

に
浮
か
び
ま
し
た
」（
山
口
部
長
）。

　

そ
う
お
話
し
く
だ
さ
る
の
は
、設
計
部
の
山
口

部
長
。豊
田
市
の
森
の
活
用
の
き
っ
か
け
は
、４
年

前
の「
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
」※2
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
遡
り
ま
す
。ナ
イ
ス（
株
）様
は
、豊
田
市

が
整
備
す
る「
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
」の
第
2

期
公
募
に
お
い
て
、中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
を

テ
ー
マ
と
し
た
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス（
次
世
代
省
エ
ネ

住
宅
）が
採
択
さ
れ
、「
パ
ワ
ー
ホ
ー
ム
豊
田
プ
レ
ミ

ア
ム
」を
2
0
1
4
年
5
月
よ
り
一
般
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
さ
に
、今
回
の
市
営
住
宅
に
つ
な
が

る
大
事
な
ベ
ー
ス
に
な
って
い
る
と
い
い
ま
す
。

  

「『
パ
ワ
ー
ホ
ー
ム
豊
田
プ
レ
ミ
ア
ム
』も
私
達
が

担
当
し
ま
し
た
。こ
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
、豊
田
市

の
山
間
地
や
中
山
間
地
域
で
成
立
す
る
ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、豊
田
市
の
資
源
を
生
か

し
た
住
宅
と
し
て
考
案
し
た
も
の
で
す
。こ
こ
で

も
、豊
田
市
産
材
を
い
か
に
活
用
す
る
か
と
い
う

点
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
国
土
の
約
7
割
を
森
林
が
占
め
る
森

林
大
国
で
す
。国
産
材
の
自
給
率
は
2
0
0
2
年

を
底
に
上
昇
し
、現
在
は
約
35
％
に
ま
で
達
し
て

い
る
も
の
の
、残
念
な
が
ら
地
域
の
森
林
資
源
を

十
分
に
活
用
し
て
地
産
地
消
に
つ
な
げ
る
と
い
う

仕
組
み
に
な
って
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。木
を
伐

る
こ
と
は
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
と
誤
解
し
て
い

る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。木
は
、50
年
ほ
ど
か
け
て
成
長
す
る

過
程
で
最
も
多
く
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、炭

素
を
固
定
化
し
て
く
れ
ま
す
。日
本
で
は
現
在
、

戦
後
に
植
林
さ
れ
た
森
林
が
十
分
に
育
ち
、伐

採
期
を
迎
え
て
お
り
、こ
う
し
た
木
を
”伐
っ
て
、

使
っ
て
、植
え
て
、育
て
る
“こ
と
で
、再
び
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
し
て
く
れ
る
森
林
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。そ
し
て
、二
酸
化
炭
素
を
取

り
込
ん
だ
木
材
を
使
っ
て
住
ま
い
を
建
て
る
こ
と

で
、更
に
長
期
間
に
わ
た
り
炭
素
を
固
定
化
で

き
ま
す
。ま
た
、”伐
っ
て
、使
っ
て
、植
え
て
、育
て

る
“と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
き
ち
ん
と
進
め
、資
源

循
環
型
の
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、し
っ
か

り
と
地
元
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
流
通
の
仕
組

み
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。こ
う
し
た
考
え

か
ら
、豊
田
市
で
豊
田
市
産
材
を
使
う
と
い
う
点

に
こ
だ
わ
って
い
ま
す
」（
山
口
部
長
）。

　

今
回
の
市
営
住
宅
で
は
、豊
田
市
産
材
、矢
作

川
流
域
材
の
杉
や
ヒ
ノ
キ
を
約
1
3
7
㎥
使
用
。

全
体
の
木
材
使
用
量
の
約
30
％
に
相
当
し
ま
す
。

　　

建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、2
0
1
1
年
に
解
体
さ

れ
た
樹
木
町
の
市
営
住
宅
の
跡
地
で
の
建
て
替
え

計
画
は
、当
初
、R
C
造
の
3
階
建
て
48
戸
の
建
築

が
計
画
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あった
と
いい
ま
す
。

　
「
当
初
の
計
画
で
は
、箱
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
建
物
と
駐
車
場
が
整
然
と
並
ぶ
、市
営

住
宅
と
聞
け
ば
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
よ
う
な
も

ナ
イ
ス
株
式
会
社
様
が
描
い
た“

森
で
つ
な
が
る
街”

計
に
携
わ
れ
た
、ナ
イ
ス（
株
）住
宅
事
業
本
部 

事

業
推
進
事
業
部 

設
計
部 

部
長 

山
口 

勉
様
と
、

ナ
イ
ス（
株
）素
適
住
宅
研
究
所 

商
品
企
画
部 

三

枝
果
林
様
に
お
話
を
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。

　　
「
当
社
は
40
年
に
わ
た
り
豊
田
市
で
住
宅
を

供
給
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、豊
田
市
内
の
状

況
も
熟
知
し
、職
人
さ
ん
を
は
じ
め
地
元
の
方
々

と
し
っ
か
り
と
家
づ
く
り
が
で
き
る
体
制
も
整
っ

て
い
ま
す
。こ
の
事
業
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参
加
す

る
に
当
た
り
、豊
田
市
産
材（
矢
作
川
流
域
材
）

I n t e r v i e w

ナイス株式会社
住宅事業本部 事業推進事業部
設計部 部長
山口 勉様

ナイス株式会社
素適住宅研究所 商品企画部
三枝 果林様

ニチハ株式会社
特販第二部
営業第一課長
佐伯 直昭

自然の恵みを活用した「パワーホーム豊田プレミアム」

外壁材には、１Fの木目柄にFu-geのカルナウッド、グレーシアンアッシュMGとミディアムブラウンMGを、2Fに同じくFu-geのプリレート、クアラMGホワイトを使用。
色数を抑え、玄関やバルコニーの手摺りの色味も外壁に合わせたことで、すっきりとした統一感のある外観に仕上げています。

従
来
の
市
営
住
宅
と
一
線
を
画
す

平
面
で
つ
な
が
る
街
づ
く
り

※
２  「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」お
よ
び「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
地
域
」の
指

定
を
受
け
て
い
る
豊
田
市
が
、低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
先
駆
的
な
取
り
組
み

や
最
新
の
環
境
技
術
を
、幅
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
公
開
さ
れ
て
い
る「
低

炭
素
社
会
モ
デ
ル
地
区
」。総
面
積
1

・5
h
の
敷
地
に
は
、豊
田
市
の
ほ
か
に
、公
募

で
採
択
さ
れ
た
住
宅
メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
会
社
、ガ
ス
会
社
な
ど
１８
社
が
出
展
。    

豊
田
の
森
と
つ
な
が
る

住
ま
い
づ
く
り

※
１  

行
政
と
民
間
事
業
者
が
連
携
し
、民
間
事
業
者
が
事
業
の
企
画
段
階
か
ら
参
加
し
、

建
築
や
そ
の
後
の
運
営
ま
で
を
一
括
し
て
行
う
事
業
手
法
の
こ
と
。  

ナイス（株）様とニチハの協働により豊田市に贈呈したカーボン・オフセット証明書。オフセット量
は15万kg-CO2。これにより11棟48世帯の入居者さまが家庭生活に伴い排出する1年間の
CO2排出量をオフセット（相殺）します。

愛知県初のＰＰＰ方式による
豊田市営住宅整備事業
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目
指
し
ま
し
た
」（
三
枝
さ
ん
）。

　

も
と
も
と
同
社
の
商
品
に
あ
っ
た
耐
震
性
能

と
断
熱
性
能
に
優
れ
た
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
型
賃
貸
住
宅

「
パ
ワ
ー
ホ
ー
ム
プ
ラ
ス
」を
ベ
ー
ス
に
ア
レ
ン
ジ
。

敷
地
の
有
効
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、交
流
の
場
を
き

ち
ん
と
形
づ
く
る
た
め
、配
棟
計
画
に
熟
慮
を
重

ね
た
と
い
い
ま
す
。

　　
「
こ
の
市
営
住
宅
で
は
、『
ス
マ
ー
ト
ウェル
ネ
ス
』

も
コン
セ
プ
ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。『
スマ
ー
ト
ウェル

ネ
ス
』と
は
、お
住
ま
い
に
な
る
方
が
快
適
、健
康
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、か
つ
経
済
性
の
面
で
も
効
率

的
に
暮
ら
せ
る
住
ま
い
の
こ
と
で
、と
り
わ
け
断
熱

性
能
に
こ
だ
わって
い
ま
す
。豊
田
市
で
求
め
ら
れ

る
新
築
の
外
皮
性
能
は
ＵＡ
値（
外
皮
平
均
熱
還

流
率
）で
0.87
で
す
が
、こ
の
市
営
住
宅
は
全
戸
で
ＵＡ

値
0.6
以
下
と
い
う
、国
が
規
定
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ（
ゼ
ロ・

エ
ネ
ル
ギ
ー・住
宅
）の
基
準
を
上
回
る
高
い
住
宅

性
能
を
持
って
い
ま
す
。当
社
で
供
給
し
て
い
る
木

造一戸
建
住
宅『
パ
ワ
ー
ホ
ー
ム
』は
、全
戸
ＵＡ
値
0.6

以
下
で
建
築
し
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、普
段
か
ら

取
り
扱
って
い
る
商
材
を
用
い
て
、標
準
的
な
仕
様

で
建
設
す
れ
ば
、コス
ト
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、施
工
面
で
も
効
率
よ
く
建
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
断
熱
性
能

を
持
っ
た
市
営
住
宅
は
、も
し
か
し
た
ら
日
本
で
こ

こ
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
山
口
部
長
）。

　

現
行
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
よ
り
も
高
い
断
熱

の
で
し
た
」（
三
枝
さ
ん
）。

　

そ
れ
に
対
し
、ナ
イ
ス（
株
）様
が
描
い
た
の
は
、

居
住
さ
れ
る
お
子
様
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代

が
共
生
し
て
交
流
が
図
れ
、相
互
の
見
守
り
に
つ

な
が
る
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
重
視
し
た
造
成

と
配
棟
プ
ラ
ン
。各
棟
の
玄
関
は
敷
地
内
の
中
心

通
路
と
な
る「
樹
木
広
場
」と
そ
れ
に
つ
な
が
る

小
路
に
面
し
て
い
ま
す
。樹
木
広
場
の
敷
地
内
通

路
は
、近
隣
の
方
も
使
え
る
歩
行
者
専
用
路
と
し

て
整
備
さ
れ
、通
学
路
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。

　
「
市
営
住
宅
で
は
、ほ
と
ん
ど
横
の
つ
な
が
り
が

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
般
的
に
、入
居
者
は
単
身

の
高
齢
者
と
子
育
て
世
代
と
に
、あ
る
程
度
は
二

極
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
世
代
間
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
は
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た

二
つ
の
世
代
が
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
に
は
、平
面

で
住
戸
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。で
す
か
ら
今
回
は
、子
育
て
世

代
に
向
け
た
2
階
建
て
住
戸
に
は
1・2
階
で一つ
の

住
戸
と
な
る
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
と
し
、敷
地
の

中
央
を
通
る
樹
木
広
場
か
ら
住
戸
の
出
入
り
を

す
る
よ
う
な
配
棟
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
齢
者
向
け
住
戸
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

は
、樹
木
広
場
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
を
見
守
り
な

が
ら
過
ご
せ
る
よ
う
、広
場
側
を
向
く
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
た
。通
学
し
て
い
く
子
供
た
ち
を

見
送
っ
た
り
、休
み
の
日
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
を
見

な
が
ら
リ
ビ
ン
グ
で
過
ご
し
た
り
と
いっ
た
、地
域

全
体
で
子
供
た
ち
を
守
り
、育
て
て
い
け
る
よ
う

な
、そ
ん
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
が
形
成
で
き
る
街
を

そ
し
て
地
元
の
方
に
住
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
が
あ
り
、当
社
は
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
で
き

れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。そ
の
た
め
、屋
根
材
に
は
三

州
瓦
を
採
用
し
ま
し
た
。そ
し
て
、外
壁
材
に
は

愛
知
県
に
本
社
を
構
え
ら
れ
て
い
る
ニ
チ
ハ
様
以

外
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
Ｆｕ-

ｇ
ｅ
」は
、

国
産
材
の
木
材
チッ
プ
を
原
材
料
に
用
い
た
、環
境

に
貢
献
す
る
先
進
的
な
製
品
で
、し
か
も
、約
30

年
近
く
色
あ
せ
が
目
立
た
な
い
な
ど
、メ
ン
テ
ナ
ン

ス
コ
ス
ト
の
点
で
も
優
位
性
が
高
い
商
品
で
す
。メ

ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
優
れ
た
外
壁
材
と
い
う
の
は
、プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
獲
得
す
る
上
で
も
重
要
で
、「
Ｆｕ-

ｇ

ｅ
」は
そ
こ
を
突
破
す
る
力
の一つ
と
な
って
く
れ
ま

し
た
。完
成
し
た
市
営
住
宅
を
引
き
渡
す
前
に
、

豊
田
市
議
会
議
員
を
は
じ
め
市
役
所
の
方
な
ど

行
政
の
方
々
に
も
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、外

観
、内
観
、住
宅
性
能
と
も
、こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ

を
く
つ
が
え
す
新
た
な
市
営
住
宅
と
い
う
こ
と
で
、

ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
山
口
部
長
）。

　　　

市
営
住
宅
の
買
取
事
業
の
契
約
は
、今
回
が

初
め
て
と
い
う
ナ
イ
ス（
株
）様
。P
P
P
方
式
で

地
域
材
を
使
用
し
、市
営
住
宅
を
建
て
替
え
る

と
い
う
手
法
に
、他
行
政
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
当
社
の
強
み
は
、川
上
と
川
下
を
つ
な
ぐ
企

業
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、全
国
の

優
良
な
製
材
メ
ー
カ
ー
様
に
よ
る
製
材
品
を
ア
ッ

率
の
違
い
に
よ
る
心
理
的・生
理
的
な
影
響
に
関

す
る
様
々
な
実
証
実
験
を
慶
応
大
学
と
共
同
で

行
い
、エ
ビ
デ
ン
ス
の
集
積
を
行
って
い
ま
す
。

　

設
計
、施
工
の
み
な
ら
ず
管
理
ま
で
一
括
で
受

注
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
の
事
業
に
よ
り
、引
き
渡
し

後
の
共
用
部
の
清
掃
や
植
栽
等
の
管
理
は
、ナ

イ
ス（
株
）様
の
グ
ル
ー
プ
会
社
、ナ
イ
ス
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー（
株
）が
行
い
ま
す
。

　
「
市
営
住
宅
の
老
朽
化
に
と
も
な
う
、維
持
管

理
の
難
し
さ
を
行
政
の
方
も
認
識
さ
れ
て
い
て
、

募
集
要
項
に
は
、管
理
体
制
の
提
案
も
入
っ
て
い

ま
し
た
。で
す
の
で
、管
理
費
ま
で
設
定
し
て
提

出
し
ま
し
た
。基
本
的
に
、自
主
管
理
や
自
治
会

任
せ
が
通
例
の
た
め
、市
営
住
宅
の
管
理
は
煩
雑

に
な
り
が
ち
な
状
況
を
生
む
た
め
、建
築
後
の
維

持
管
理
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式

の
事
業
と
い
う
の
は
、地
元
木
材
の
調
達
、建
物
の

企
画・設
計・施
工
を
は
じ
め
、完
成
後
の
建
物
の

管
理・ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
、民
間
に
全
て

委
託
し
て
、民
間
活
力
を
導
入
す
る
と
い
う
事
業

で
す
。ま
さ
に
、弊
社
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
」（
三
枝
さ
ん
）。

　

市
営
住
宅
の
外
壁
材
や
屋
根
材
も
、維
持
管

理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
観
点
で
選
定
。外
壁
に
ニ
チ
ハ

の
Ｆｕ-

ｇ
ｅ
を
、屋
根
材
に
三
州
瓦
を
採
用
す
る
方

針
は
す
ぐ
に
社
内
で
決
定
さ
れ
た
と
いい
ま
す
。

　
「
地
元
の
資
材
を
使
って
、地
元
の
方
が
建
築
し
、

セ
ン
ブ
ル
す
る「
多
産
地
連
携
シ
ス
テ
ム
」を
構
築

し
て
い
る
こ
と
で
す
。全
国
の
優
良
な
木
材
品
を
、

川
崎
市
に
あ
る
国
内
最
大
級
の
国
産
材
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
な
ど
に
集
積
し
、安
定
し
た
品
質
の
製
品

を
安
定
価
格
で
供
給
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

形
成
し
て
い
ま
す
。住
宅
に
つい
て
は
、自
社
で『
パ

ワ
ー
ホ
ー
ム
』を
供
給
し
て
い
る
ほ
か
、工
務
店
様

に
向
け
て
、Ｊ
Ａ
Ｓ
機
械
等
級
区
分
製
材
品
だ
け

で
構
成
し
た
住
宅
構
造
躯
体
材
の
パッ
ケ
ー
ジ
商

品『
プ
レ
ミ
ア
ム
パッ
ケ
ー
ジ
』を
開
発
し
、国
産
材

を
使
用
し
た
住
ま
い
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、

供
給
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、『
木
造
ゼ
ネ
コ
ン
®
』と
し
て
、

中・大
規
模
建
築
物
の
木
造
化
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
の
特
長
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
機
能
で
、グ
ル
ー
プ
内
で
木
造
建
築
に
必

要
な
企
画
設
計
、構
造
設
計
、積
算
、木
材
調

達
、木
材
加
工
、施
工
の
6
つ
の
機
能
を
有
し
、一

気
通
貫
し
た
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
な
ど
の
教
育
施
設
や
高
齢
者
施
設
、福
祉

施
設
、駅
舎
な
ど
の
公
共
建
築
物
の
木
造
化
に
つ

い
て
は
、地
域
の
木
材
を
使
っ
て
建
て
た
い
と
の
要

望
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に

し
っ
か
り
と
応
え
て
い
け
る
の
は
、当
社
の
大
き
な

強
み
と
自
負
し
て
い
ま
す
。木
造
建
築
と
い
う
も

の
は
、木
材
を
ど
こ
で
調
達
し
、そ
の
特
性
を
理

解
し
た
上
で
、ど
の
よ
う
に
用
い
る
か
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
す
。木
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い

る
当
社
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
提
案
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
山
口
部
長
）。

性
能
と
す
る
こ
と
で
、冷
暖
房
効
率
に
優
れ
た
住

空
間
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、結
露
等
に
よ
る
カ

ビ
や
ダ
ニ
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、内
装
の一部
を
木
質
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、快

適
な
睡
眠
環
境
の
提
供
を
は
じ
め
、入
居
者
様
が

健
康
的
な
生
活
を
送
れ
る
スマ
ー
ト
ウェル
ネ
ス
住

宅
と
な
って
い
る
と
三
枝
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。

　
「
全
て
の
住
戸
の
主
寝
室
は
、愛
知
県
産
ス
ギ
の

羽
目
板
パ
ネ
ル
で
壁
の
一
面
が
木
質
化
さ
れ
て
い

ま
す
。木
は
、断
熱
性
や
調
湿
性
に
優
れ
て
い
る
た

め
、室
内
の
温
度
変
化
を
緩
や
か
に
し
、住
ま
い
の

快
適
性
を
高
め
て
く
れ
る
と
い
う
優
れ
た
性
質

が
あ
り
ま
す
。最
近
で
は
、内
装
の
木
質
化
に
関

す
る
科
学
的
デ
ー
タ
も
蓄
積
さ
れ
、ス
ト
レ
ス
の
減

少
や
、睡
眠
効
率
の
上
昇
、イ
ン
フ
ルエン
ザ
の
罹
患

率
の
減
少
な
ど
、生
理
的・身
体
的
な
効
果
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。当
社

で
も
、そ
う
し
た
効
果
の
実
証
実
験
を
横
浜
市
と

慶
應
義
塾
大
学
で
共
同
研
究
し
て
お
り
、入
居
さ

れ
た
方
が
健
康・快
適
に
暮
ら
せ
れ
ば
と
思
い
、今

回
採
用
に
い
た
り
ま
し
た
」（
三
枝
さ
ん
）。

　

ナ
イ
ス（
株
）様
は
2
0
1
5
年
10
月
に
、横

浜
市
鶴
見
区
の
本
社
前
に
ス
マ
ー
ト
ウ
ェル
ネ
ス

体
感
パ
ビ
リ
オ
ン
を
オ
ー
プ
ン
。こ
の
パ
ビ
リ
オ
ン

は
、「
見
て・触
れ
て・感
じ
て・知
る
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、「
温
熱
」「
空
気
」「
睡
眠
」「
安
全・安
心
」

「
省
エ
ネ・エ
コ
」の
５
つ
の
要
素
を
中
心
に
、実
体

験
を
通
じ
て
楽
し
く
学
べ
る
施
設
で
す
。ま
た
、

同
施
設
で
は
、住
宅
の
断
熱
性
能
の
違
い
が
健
康

に
与
え
る
影
響
や
、住
宅
に
用
い
る
木
材
の
使
用

維
持
管
理
も
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

木
造
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す

I n t e r v i e w

駐車場

駐車場

駐車
場

平屋
1LDK（4戸）

平屋1LDK（6戸）

2階建て
2LDK（4戸）

2階建て
2LDK（４戸） 2階建て2LDK（4戸） 2階建て2LDK（4戸）2階建て

2LDK（5戸）

2階
建
て

2LDK（
5戸
）

2階建て
2LDK（4戸）

2階建
て

2LD
K（4
戸）平屋

1LDK（4戸）

Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
の
外
皮
性
能
を

備
え
た
市
営
住
宅

ファミリー向けにつくられた２階建てのメゾネットタイプ

愛知県産スギで
木質化された寝室

高齢者向けに
つくられた平屋

愛知県初のＰＰＰ方式による豊田市営住宅整備事業

豊田市営樹木住宅配置図 上空から見た豊田市営樹木住宅
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18㎜の深エンボスが創る造形美
に、深エンボスにこだわった18㎜ラインナップが新登場。深彫りの陰影が織りなす　　豊かな表情、ディテールにこだわった石の質感の重なりが、造形の美しさをよりいっそう際立たせます。

N ew - L i n e - U P
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ELS502P　ビレリスMGベージュ30

ビレリス プレミアム

天然の小松石と御影石の凹凸感あるテク

スチャーとランダムなピース配置で、躍動

感と自然、2つの印象を壁面に与えます。

サイズ：18×455×1820mm

5,500円/枚（税抜）　全4色

ELS503P　ビレリスMGブラウン30

ELS504P　ビレリスMGチャコール30

ELS501P　ビレリスMGホワイト30

※照明効果により、実物と見え方が異なる場合がございます。 ※照明効果により、実物と見え方が異なる場合がございます。 ※照明効果により、実物と見え方が異なる場合がございます。 ※照明効果により、実物と見え方が異なる場合がございます。

ELS531P　オーレルMGホワイト30

アコルド  プレミアム

傾斜ピースの陰影による濃淡とフラットピース

で豊かな凹凸を表現。2種類のテクスチャーが

採光条件によって様々な様相を演出し、縦目

地がモダンな印象も感じさせます。

サイズ：18×455×1820mm

5,500円/枚（税抜）　全4色

ELS534P　オーレルMGネイビー30

　

ELS532P　オーレルMGスモークグレー30

ELS533P　オーレルMGチャコール30

ELS522P　オーレルMGアイボリー30

レイシェイド  プレミアム

自然石と人工物の組み合わせにより新規性を

表現し、ピースの大きさと傾斜により壁面の

陰影変化と高級感をイメージしました。

サイズ：18×455×1820mm

5,500円/枚（税抜）　全4色

ELS523P　オーレルMGキャメル30

ELS524P　オーレルMGブラウン30

ELS521P　オーレルMGホワイト30

ELS511P　アバダンMGホワイト30

スプラン プレミアム

積み上げた石の集合体は、重なる起伏によ

り陰影が豊かになり深みを感じさせます。

大面積でも使いやすいベース・アクセントに

兼用できる定番柄です。

サイズ：18×455×1820mm

5,500円/枚（税抜）　全4色

ELS513P　アバダンMGエスプレッソ30

ELS512P　アバダンMGグレー30

ELS514P　アバダンMGダークブラウン30

　

N ew - L i n e - U P
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TOPICS 

強
繊
維
に
使
っ
た
セ
メ
ン
ト
成
型
品
で
す
。

　

今
後
も
、住
宅・非
住
宅
を
問
わ
ず
、オ
フ
セ
ッ

ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
耐
火
野
地
板

の
販
売
を
通
じ
て
、国
産
木
材
の
有
効
利
用
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、違
法
伐
採
を
抑
制
し
、健

全
で
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
図
り
、森
林
保

全・地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
地
球
環
境
の
保
全

に
資
す
る「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」に
対
応
し
た

安
心
の
製
品
を
ご
提
供
す
る
こ
と
で
、国
策
に

沿
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ニ
チ
ハ
は
、「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
）」（
２
０
１
７
年
５
月
に
施
行
）に
お
い
て
、

「
第
二
種
登
録
関
連
事
業
者
」と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。本
登
録
は
、窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

事
業
者
で
は
初
と
な
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
で
は
、グ
リ
ー
ン
購
入
法
の

対
象
物
品
を
ベ
ー
ス
に
、新
た
な
品
目
が
追
加
さ

れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の一つ
が「
サ
イ
デ
ィ
ン

グ
ボ
ー
ド
の
う
ち
木
材
を
使
用
し
た
も
の
」と
い

う
品
目
。ニ
チ
ハ
で
は
、オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
対
象
品「
木
質
系
セ
メ
ン

ト
板
」に
該
当
し
て
い
た
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
耐
火
野

地
板
と
併
せ
て
、国
産
材
を
原
料
に
使
用
し
た

オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
が
、ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
の
対
象
品
と
な
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
は
、国
際
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
違
法
伐
採
へ
の
対
策
法
で
、伐
採
国

で
合
法
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
等
の
流
通
を
促
進

す
る
こ
と
で
、違
法
伐
採
を
抑
制
す
る
た
め
の

法
律
で
す
。グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
お
け
る
政
府

調
達（
公
共
工
事
）の
み
な
ら
ず
、民
間
工
事
ま

で
取
り
組
み
が
拡
大
し
ま
し
た
。同
法
に
よ
り
、

ニ
チ
ハ
の
外
壁
材「
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」は
、創
業
以
来
培
っ
て

き
た
木
材
資
源
の
活
用
技
術
を
活
か
し
、製
品
本
体
に
含
ま
れ
る
国

産
材
チ
ッ
プ
を
体
積
比
率
50%
以
上
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
生
産
・
普
及
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
活
動
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
適
し
た
製
品
で
す
。

木
材
を
製
造・加
工・輸
入・販
売
す
る
事
業
者
、

建
築
、家
具
製
造
、製
紙
な
ど
、木
材
を
利
用
す

る
全
て
の
民
間
事
業
者
が
、合
法
伐
採
木
材
の

利
用
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
同
法
で
は
、合
法
伐
採
木
材
の
利
用
に

向
け
た
措
置
を
適
切
か
つ
確
実
に
講
じ
る
木
材

関
連
事
業
者
を
登
録
す
る
制
度
を
設
置
、２
種

類
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
一種
登
録
木
材
関
連
事
業
者
」は
国
内
外

の
木
材
生
産
者
か
ら
直
接
買
い
入
れ
る
川
上
の

輸
入
業
者
や
原
木
市
場・製
材
工
場・チ
ッ
プ
工

場
な
ど
に
あ
た
り
、そ
れ
以
外
の
川
下
の
事
業

者
は「
第
二
種
登
録
木
材
関
連
事
業
者
」と
な

り
ま
す
。

　
ニ
チ
ハ
は
後
者
に
お
い
て
、一
般
社
団
法
人
建
材

試
験
セ
ン
タ
ー
の
承
認
を
経
て
４
月
末
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
の
で
、オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
と

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
耐
火
野
地
板
は「
合
法
性
確
認
済

み
製
品
」と
し
て
取
り
扱
い
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

創
業
以
来
培
っ
て
き
た
木
材
資
源
の
活
用
技

術
を
活
か
し
、原
料
に
１
０
０
％
国
産
木
材
チ
ッ

プ
を
使
用
し
た「
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
耐
火
野
地
板
」は
、国
産
木
材
を
補

窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
業
界
で
初
め
て

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の「
第
二
種
登
録
木
材
関
連
事
業
者
」に
登
録

　

ニチハの「オフセットサイディング」は、
外壁耐火構造認定を取得しています。
※建築基準法で定められる防火性能上の耐火建築物（法2条9号の2）の
外壁にも使用できます

センチュリー耐火野地板も
クリーンウッド法の対象商品です。

屋根下地にオススメ

モエンエクセラード16
キャスティングウッド

「オフセットサイディング」対象品
●COOL
●風光
●モエンエクラセード
●モエンサイディングW

※1

<クリーンウッド法の主な対象品>
木材：丸太、単板、突き板、製材、集成材、合板、木質ペレット、チップなど
建材：フローリング、サイディングボードのうち木材を使用したもの、

家具：いす、机、収納什器、棚、掲示板、ベッドフレームなど
パルプ紙：木材パルプ、コピー用紙、印刷用紙、トイレットペーパー、
　　　　ティッシュペーパーなど

<当社該当製品>
オフセットサイディング
●COOL　●風光　●モエンエクラセード　●モエンサイディングW
センチュリー耐火野地板

木質系セメント板など
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窯業系サイディングで唯一※の
「国産材マーク」使用許諾品にも
認定されています。
※2018年5月時点

※1 

一
部
製
品
を
除
く



　

こ
の
た
び
、森
林・林
業・木
材
産
業
関
係
６
団

体
で
設
立
さ
れ
た「
国
産
材
を
活
用
し
日
本
の

森
林
を
守
る
運
動
推
進
協
議
会
」の「
日
本
の
森

林
を
守
る
た
め
共
に
行
動
す
る
企
業
」に
、ニ
チ
ハ

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、昨
年
１０
月
に
設
立
、国
産
材
利

用
の
促
進
に
よ
り「
伐
っ
て
、使
っ
て
、植
え
て
、育

て
る
」と
い
う
循
環
利
用
の
サ
イ
ク
ル
を
再
構
築

し
、森
林
再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。次
世
代
に

向
け
て
健
全
な
森
林
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

国
産
材
の
優
先
的
な
利
活
用
に
取
り
組
み
、具

体
的
な
行
動
を
起
こ
す
企
業
に
対
し
て
認
定
が

与
え
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
６
社
の
中
の
１
社
に
、ニ

チ
ハ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
森
林
を
守
る
」と
い
う
言
葉
か
ら
は
植
林
や

間
伐
の
手
伝
い
な
ど
が
想
像
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

国
産
材
を
使
っ
た
り
、製
品
を
購
入
し
た
り
す
る

こ
と
で
日
本
の
森
林
の
再
生
を
促
す
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。

　
ニ
チ
ハ
で
は
、２
０
１
２
年
よ
り
、木
材
の
生
長

過
程
で
吸
収
し
た
ＣＯ２
を
閉
じ
こ
め
る（
固
定
化

す
る
）効
果
に
着
目
し
、原
料
の
木
繊
維
を
す
べ

て
国
産
木
材
チ
ッ
プ
と
し
た
外
壁
材「
オ
フ
セ
ッ

ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」の
販
売
を
開
始
。加
え
て
、国

産
木
材
の
中
で
も
間
伐
材
に
限
定
し
た
外
壁
材

「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」の
生
産・

普
及
を
通
じ
て
、日
本
の
森
林
資
源
を
守
り
、地

球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
活
動「
ニ
チ
ハエ
コ

外
壁
プ
ロ
ジェク
ト
」を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
に
は
非
住
宅
市
場
に
向
け
た
新

内
外
壁
材「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
」で
、店
舗
や
施
設
、公
共

建
築
物
等
の
非
住
宅
物
件
の
内
外
装
に
適
し
た

製
品
を
展
開
。非
住
宅
分
野
で
の
、国
産
材
の
消

費
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、同

協
議
会
と
と
も
に
国
産
材
の
さ
ら
な
る
活
用
促

進
に
向
け
て
、「
伐
っ
て
、使
っ
て
、森
林
を
守
る
」

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ニ
チ
ハ
は
、愛
知
県
主
催
の「
２
０
１
８ 

愛
知

環
境
賞
」に
お
い
て
、「
国
産
材
を
利
用
し
た
外
壁

材
に
よ
る
低
炭
素
化
活
動
と
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
に
つい
て
」が
、銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
愛
知
環
境
賞
」と
は
、資
源
の
循
環
や
環
境

負
荷
の
低
減
に
お
い
て
優
れ
た
取
組
を
行
っ
て

い
る
企
業・団
体
等
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
ニ
チ
ハ
は
、国
産
材
を
原
料
と
し
た
窯
業
系

外
壁
材
を
他
社
に
先
駆
け
製
造
販
売
。温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
と
と
も
に
、製
造
及
び
建
築

施
工
過
程
で
発
生
す
る
端
材
に
つ
い
て
も
、独

自
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
こ
と

が
、環
境
負
荷
の
低
減
と
資
源
循
環
型
社
会
の

形
成
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
チ
ハ
の
主
力
製
品
で
あ
る
窯
業
系
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
は
、主
原
料
に
国
産
材
を
利
用
し
て
い

ま
す
。木
材
の
利
用
は
、木
が
生
長
過
程
で
吸

収
し
た
ＣＯ２
を
固
定
化
す
る
効
果
に
よ
って
環
境

負
荷
低
減
に
貢
献
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、施
工
現
場
で
発
生
す
る
端
材
を
独

自
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
効
率
的
に
回
収
。

自
社
で
の
再
利
用
の
み
な
ら
ず
、全
国
の
提
携

セ
メ
ン
ト
工
場
で
ＣＯ２
が
発
生
し
な
い
セ
メ
ン
ト

原
料
と
し
て
使
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
し
た
。

「
日
本
の
森
林
を
守
る
た
め

共
に
行
動
す
る
企
業
」に
認
定
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「
２
０
１
８
愛
知
環
境
賞
」で 

銅
賞
を
受
賞

左から愛知県 大村知事、弊社代表取締役社長 山中龍夫、
環境パートナーシップCLUB水野会長（中部電力会長）
（２０１８年２月15日表彰式にて）

リサイクル（ｾﾒﾝﾄ原料）

リユース（自社原料）

木材資源を有効活用 リデュース（工場採寸）国産材を利用した高機能外壁材

独自の端材回収システム

施工

施工後の端材

低炭素化
耐凍害性
強靭性
成形性
耐火性

　

世
界
中
で
高
層
建
築
物
が
増
加
し
て
い
る一

方
、大
規
模
な
火
災
事
故
も
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。な
か
で
も
、火
災
に
対
す
る
外
壁
の

性
能
を
見
つ
め
直
す
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の

が
、２
０
１
７
年
６
月
に
ロ
ン
ド
ン
西
部
の
高
層

公
営
住
宅「
グ
レ
ン
フ
ェル・タ
ワ
ー
」で
起
き
た

大
規
模
火
災
で
し
た
。地
上
24
階
建
て
、約
120

世
帯
が
入
居
し
て
い
た
と
い
う
建
物
は
最
上
階

ま
で
炎
に
包
ま
れ
、多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

実
は
、グ
レ
ン
フ
ェル・タ
ワ
ー
の
大
規
模
火
災

が
起
こ
る
前
か
ら
、高
層
建
築
の
大
規
模
火
災

は
、世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
し
た
。グ
レ
ン

フェル・タ
ワ
ー
の
火
災
で
は
、外
装
材
が
火
災
延

焼
を
助
長
し
た
と
い
う
検
証
も
あ
り
、英
国
連

邦
で
は
、外
装
材
の
燃
え
広
が
り
に
関
す
る
検

査
基
準
を
厳
し
く
し
ま
し
た
。

　

こ
の
動
き
は
世
界
に
波
及
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、建
築
フ
ァ
サ
ー
ド
の
燃
え
ひ
ろ
が
り
試
験

「
Ａ
Ｓ
５
１
１
３
」と
い
う
評
価
制
度
を
制
定
。

外
壁
に
関
わ
る
要
求
性
能
に
、従
来
の「
不
燃

性
能
」と「
耐
火
性
能
」に
、新
た
に
こ
の
評
価

が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、ニ
チ
ハ
の
モ
エ
ン
エ
ク
セ
ラ
ー
ド
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
建
築
フ
ァ
サ
ー
ド
の
燃

え
ひ
ろ
が
り
試
験「
Ａ
Ｓ
５
１
１
３
」に
合
格
、

外
壁
に
関
わ
る
要
求
性
能
を
充
た
す
製
品
と

し
て
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。窯
業
系
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
と
し
て
、本
試
験
に
合
格
し
た
の
は
、

世
界
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
ニ
チ
ハで
は
、今
回
評
価
を
受
け
た
性
能
を
軸

に
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
市
場
開
拓
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

国
内
に
お
い
て
も
、従
来
の「
防
耐
火
認
定
」

「
不
燃
材
料
認
定
」に
続
く
評
価
認
定
と
し
て
、

建
築
フ
ァ
サ
ー
ド
の
燃
え
ひ
ろ
が
り
試
験
の
議

論
が
始
まって
い
ま
す
。

　
ニ
チ
ハ
で
は
、国
内
に
お
い
て
も
、多
種
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
な
が
ら
も
、外
壁
に
関
わ

る
要
求
性
能
を
充
た
す
製
品
開
発
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

モ
エンエ
ク
セ
ラ
ー
ド
が

建
築
フ
ァ
サ
ー
ド
の
燃
え
ひ
ろ
が
り
試
験

『
Ａ
Ｓ
５
１
１
３
』に
合
格

近年に発生した主な高層建築物の火災事故

英国・ロンドン

24階建て、高層公営住宅
「グレンフェル・タワー」の
火災では、2016年に行わ
れた大規模改修が延焼を
助長したと言われている。

2017年

中国・北京

30階建て、高さ約159m、建設中だった
「テレビ文化センター（TVCC）」が全
焼した。

2009年

中国・上海

28階建て、高さ約85m
の高層住宅が全焼。多く
の犠牲者が出た。

2010年
アラブ首長国連邦
（UAE）・ドバイ

79階建て、高さ約330mの
超高層マンション「ザ・トー
チ」の外壁が炎上。５０階
付近で発生した火災は上
層階まで延焼した。

2015年
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民
泊
を
め
ぐ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
。
民
泊
新

法
の
施
行
、改
正
旅
館
業
法
の
施
行
と
い
っ
た
宿

泊
施
設
を
め
ぐ
る
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
、閣
議
決

定
さ
れ
た
建
築
基
準
法
の
改
正
案
で
は
木
造
建

築
物
の
宿
泊
施
設
化
が
し
や
す
く
な
る
。
民
泊
は

外
国
人
を
中
心
と
し
た
観
光
客
の
受
け
皿
と
し

て
注
目
が
集
ま
る
が
、住
宅
産
業
界
に
と
っ
て
も

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

全
国
的
に
民
泊
を
解
禁
す
る「
住
宅
宿
泊
事

業
法（
民
泊
新
法
）が
６
月
に
施
行
と
な
っ
た
。こ

れ
に
よ
り
民
泊
は
、旅
館
業
法
に
お
け
る
簡
易
宿

所
、国
家
戦
略
特
別
区
域
法
に
よ
る
特
区
民
泊
、

そ
し
て
民
泊
新
法
に
よ
る
民
泊
と
、３
つ
の
方
法

で
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

民
泊
新
法
に
よ
る
も
の
は
、家
主
居
住
型
と
家

主
不
在
型
の
２
種
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
と

登
録
が
必
用
で
あ
る
が
、フ
ロ
ン
ト
設
置
や
居
室

の
床
面
積
な
ど
の
制
限
は
な
い
。た
だ
し
、ほ
か
の

民
泊
と
大
き
く
異
な
る
の
は
営
業
日
数
１
８
０
日

と
い
う
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
さ
ら

に
自
治
体
に
よ
っ
て
営
業
日
数
や
可
能
な
地
域

な
ど
独
自
の
規
制
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
事

実
、都
市
部
の
住
宅
地
や
観
光
地
な
ど
で
は
規
制

を
か
け
る
動
き
が
顕
著
に
出
て
い
る
。一
方
、過
疎

化
が
進
む
地
方
都
市
な
ど
で
は
、観
光
振
興
や
空

き
家
対
策
な
ど
そ
の
活
用
に
前
向
き
だ
。

　

ほ
か
の
制
度
に
つ
い
て
も
規
制
緩
和
が
行
わ

れ
、従
前
に
比
べ
て
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

特
区
民
泊
で
は
、一
居
室
の
床
面
積
を
原
則
25
㎡

以
上
と
す
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、都
道

府
県
知
事
な
ど
が
認
定
す
る
こ
と
で
旅
館
業
法

の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
。つ
ま
り
、マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
が
住
宅
用
途
の
ま
ま
民
泊
運
用
が
可
能
と
な

る
。
当
初
、６
泊
７
日
以
上
と
い
う
制
限
が
あ
っ

た
が
、２
０
１
６
年
に
２
泊
３
日
以
上
と
緩
和
さ

れ
た
。

　
一
方
、旅
館
業
法
に
よ
る
簡
易
宿
所
に
つ
い
て
は
、

面
積
基
準
が
一
律
33
㎡
で
あ
っ
た
が
、マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
で
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、２
０
１
６
年
に
、宿
泊

者
定
員
10
人
未
満
と
す
る
場
合
に
限
り
緩
和
さ
れ

「
一
人
当
た
り
３
・３
㎡
に
収
容
定
員
数
を
乗
じ
た

数
」と
さ
れ
た
。ま
た
、こ
の
条
件
下
に
お
い
て
は
フ

ロ
ン
ト
の
設
置
も
し
な
く
て
よ
い
。

　

さ
ら
に
今
年
６
月
に
は
改
正
旅
館
業
法
が
施

行
、最
低
客
室
数
の
基
準
を
撤
廃
し
一
室
か
ら
で
も

営
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、客
室
の
最

低
床
面
積
も
緩
和
し
７
㎡
以
上
と
し
た
。ト
イ
レ
の

設
置
基
準
や
フ
ロ
ン
ト
の
基
準
な
ど
も
緩
和
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
難
し
か
っ
た
ワ
ン
ル
ー
ム
タ
イ
プ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
も
旅
館
業
法
の
許
可
が
得
ら

れ
る
可
能
性
が
広
が
っ
た
。

　

新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
、他
の
制
度
の
規
制
緩
和
等

に
よ
り
、事
業
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

で
民
泊
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

え
る
。

　

民
泊
を
め
ぐ
る
制
度
の
環
境
変
化
は
宿
泊
施

設
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。

　

先
に
建
築
基
準
法
の
改
正
案
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
現
行
で
は
建
築
物
の
用
途
変
更
を
行
う

場
合
、１
０
０
㎡
以
下
で
建
築
確
認
が
不
要
と
な

る
が
、改
正
案
で
は
２
０
０
㎡
以
下
へ
と
緩
和
さ
れ

る
。
既
存
住
宅
な
ど
を
宿
泊
施
設
な
ど
に
用
途

変
更
が
し
や
す
く
な
る
。

　

ま
た
、同
改
正
で
は
小
規
模
建
築
物
の
防
耐
火

規
制
も
緩
和
さ
れ
る
。
延
べ
床
面
積
２
０
０
㎡
未

満
・３
階
建
て
以
下
の
建
物
を
対
象
に
、３
階
を
就

寝
用
途
で
利
用
す
る
場
合
、各
居
室
に
警
報
装
置

を
設
置
す
る
な
ど
の
措
置
を
行
う
こ
と
で
耐
火
構

造
と
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。こ
の
緩
和
に

よ
り
、３
階
建
て
の
戸
建
住
宅
を
宿
泊
施
設
な
ど
に

転
用
し
や
す
く
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
宿
泊
施
設
と
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

集
合
住
宅
や
戸
建
住
宅
が
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用

で
き
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。住
宅
事
業
者
に

と
っ
て
は
新
築
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
幅

が
広
が
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
、民
泊
を
め
ぐ

る
動
き
は
、地
域
の
活
性
化
や
空
き
家
活
用
な
ど

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
つ
な
が
る
。
住
宅
産
業
界
で
も
見

逃
せ
な
い
動
き
と
言
え
よ
う
。

民
泊
を
め
ぐ
る
動
き
が
活
発
化

〜
空
き
家
・
空
き
室
活
用
、地
域
活
性
化
な
ど
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
〜

旅
館
業
法
も
改
正

規
制
緩
和
で
民
泊
を
推
進

ハ
ウ
ジ
ン
グ
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
編
集
長

　
平
澤
和
弘

建
基
法
改
正
で

戸
建
て
の
民
泊
も
し
や
す
く

簡易宿所、民泊新法、特区民泊の違い
旅館業法による
簡易宿所

民泊新法
特区民泊

家主居住型 家主不在型

行政への手続者 事業者 家主 管理者 事業者

行政への申告 許可 届出 登録 許可

営業日数制限 なし 180日 180日 なし

宿泊日数制限 なし なし なし 2泊3日以上

フロント設置 原則なし
（10 人未満） なし なし なし

居室の床面積 3.3㎡以上※ なし なし 25㎡以上

※ 1人当たり3.3㎡に収容定員数を乗じた数
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下記の応募要項で、建設会社様、設計事務所様、リフォーム会社様等の専門家向けとして実施いたします。

弊社商品（金属製外装材含む）を外装あるいは内装に使用し、2017年8月以降に新築またはリフォームされた建築物。対象作品

ニチハ標準施工で商品の柄や特性をうまく活かし、建て主様の意向に沿い、時流に合った外観デザインであること。また、周囲との
調和や外構デザインにも配慮されている作品であるかについて、施工写真や設計要旨から判断のうえ審査します。審査基準

各受賞作品において、以下のとおり賞品を贈呈いたします。賞 品

別途、建て主様に5万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に3万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に2万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に1万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に1万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に1万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に1万円（旅行クーポン券）

グランプリ
プラチナ賞
ゴールド賞
入 賞
Fu -ge 賞
リフォーム賞
公共建築賞

住宅部門・非住宅部門各1点 合計 2点
住宅部門・非住宅部門各1点 合計 2点
住宅部門・非住宅部門各1点 合計 2点

　10点
数点
数点
数点

約30点　 ニチハ賞

30万円（旅行クーポン券）
10万円（旅行クーポン券）
 5万円（旅行クーポン券）
 3万円（旅行クーポン券）
 3万円（旅行クーポン券）
 3万円（旅行クーポン券）
 3万円（旅行クーポン券）

記念品を贈呈いたします。

本年もNICHIHA SIDING AWARD 2018を
開催いたします。

審査委員長に建築家の難波和彦氏、
インテリアデザイナーの飯島直樹氏をお迎えし、
ニチハ製品をご採用いただいた作品を

審査いただきます。

ナビューご愛読者さま限定締切日　8月15日（水）

難波和彦
建築家・東京大学名誉教授。1977年(株)一級
建築士事務所 難波和彦・界工作舎を設立。代表
作に「箱の家」シリーズがあり、標準化・多様化・
サステナビリティをコンセプトに掲げた都市型住
宅のプロトタイプとしてデザイン・開発を手がけ
る。グッドインテリアデザイン賞、新建築吉岡賞、
住宅建築賞、JIA環境建築賞、建築学会賞業績
賞など多数受賞。

飯島直樹
インテリアデザイナー。1985年飯島直樹デザイ
ン室を設立。2004年から2014年JCD理事長。
2011年から2016年工学院大学建築学部教授。
JCDデザイン賞、APIDA（香港）賞などを多数受
賞。5Sニューヨーク、blupondソウル、PMOオ
フィスビルプロジェクト、工学院大学ラーニングコ
モンズ新宿・八王子などインテリアから環境全般
のデザインまで幅広く活躍。

NICHIHA S IDING
AWARD 2018



編 集 後 記

ワールドカップの決勝トーナメントが始まり、見逃せない試合観戦に寝不足気味な毎日が続いていますが（7月頭現在）、来年のラグ
ビーワールドカップ日本開催、再来年と、スポーツの祭典を日本で観戦できるのは、本当に貴重なことだと改めて思います。今回、取
材物件で訪れた豊田市営樹木住宅は、そのラグビーワールドカップの会場となる豊田スタジアムを望むことのできる高台にありま
す。起伏をつけた造成、広場と小道が形づくる交流の場など、子どもが遊び、住まう人々が集う光景が目に浮かぶようでした。「豊田
市さんは先進的なものを取り入れようという意識が高い」とうかがい、いわゆる市営住宅の整備にとどまらない、官民一体でつくりあ
げた新たな街づくりなのだと感じました。さて、今年もNICHIHA SIDING AWARDを開催中です。ナビューご愛読者さま限定の締
切りは8月15日（水）までです。皆さまからのご応募をお待ちしております。（T）

ニチハ株式会社
名古屋市中区錦二丁目18番19号 
三井住友銀行名古屋ビル
TEL（052）220-5111
編集／ナビュー編集室

ホームページアドレス 
https://www.nichiha.co.jp/


